
■サービスアイデア 取組イメージ（案）

➣エネルギー、上下水などの
最適維持管理

➣未利用の（再生可能）エネ
ルギー利活用

➣水素等を含む自立型エネル
ギー戦略の策定・実行

➣キャッシュレス社会の実現
➣域内資金循環

➣経済的側面の支援充実によ
る進学の機会担保

➣遠隔教育訓練による学びの
機会担保・充実

➣デジタル人材の重点的育成
・確保

➣（人獣共通）感染症対策
➣健康寿命延伸
➣医療費低減
➣最適医療のどこでも化・

 パーソナライズ化

➣防災・減災・災害時対応
の即応性向上・高度化・  
どこでも化による安全・
安心提供の充実

九州デジタルID（仮称）

マイナンバーカード 顔認証
スマートフォン

【エネルギー・水】 【金 融】

【教 育】【健康・医療・介護】

【防災・レジリエンス】

■マイナンバーカード×スマホ×生体認証によるデジタル認証IDを構築
• 共通化・共有化で効率化を実現 ･ 広域化で（基礎）自治体間サービス格差を解消
• データ利活用で新たな価値を創出 ･ デジタル認証IDの整備でサービスの各個人最適化を実現

「活力ある豊かな九州」

【観 光】

➣交通・物流サービスの維持
・利便性向上

【モビリティ・物流】

➣国内・外の旅行客へ
・九州の魅力発信
・「また来たい」と
思わせる仕組み



■QDPを活用したサービスモデル/アイデア イメージ

■オープンデータ及びパーソナルデータを活用した新たなサービス提供

オープンAPI

エリア・
データ
連携基盤

データの連携

デジタル
サービス

データの
活用

データの
創成・収集

行政
手続

物流 交通 観光 防災 社会
福祉

教育 金融

都市共通インフラ データベース

地理データ・空間データ・公共データ 様々なパーソナルデータ

地域住民
政府

自治体
NPO 大学

企業
観光客

環境
保全

自治体 民間等

オープンAPI

ビルディング
  ブロックX

 ブローカー
データ仲介

データ連携

データ提供

デジタル認証
ID

官民が保有するオープン/
パーソナルデータデータを
活用した、新たなサービス
の創出
(本公募におけるサービスモ
デル/アイデア募集内容)

データ仲介、及びパーソナルデー
タ活用に必要なデジタル認証IDの
管理を行う基盤の構築検討
（本公募内容の対象外）



■事業アイデア 創出の考え方

考え方４ 人や事象に対する個々のデータの組合せや共有・集約することで有効活用する（サービス創出）

対象とする人や事象に関連するデータの組合せを共有し、見える化することで新たな価値を創出する

例）・河川水位情報の把握による減災対応、気象情報を活用した熱中症対策、子供の見守りサービス
・気象情報＋地域（学校）行事→コンビニやスーパーのマーケティングに活用
・病気の発症予測（電カル＋検診＋問診＋PHR）、通院及び投薬情報の把握による早期治療・対応

考え方１ 1つの行動から関連する行動の紐づけ（連携）によるワンストップサービス（ＯＳＳ）

人の特定の行動から関連する行動に対して、データを連携させワンストップサービス（OSS)を行う

例）・引越OSS（行政への転居届→準公共サービス、銀行口座住所変更→行政転入届）
・通院・患者OSS（病院予約→タクシー手配→病院受診→タクシー手配→薬配達→決済）

考え方２ 複数のアナログをデータ化し、他業務との連携による業務の効率化と新たな価値を創出

行政申請における申請者・行政側双方のデジタル化・書式統一化による業務の効率化と価値創出を行う

例）道路占用許可申請手続き ／ 九州内大学短大の入試申請手続きのシステム統一化による省力化

考え方３ 個々人のデータを活用した行政（住民）サービスの創出（プッシュ通知等）

ゆりかごから墓場まで人をデータ管理し、対象の人へ行政ワンストップサービスを行う

例）幼児の各接種受診や成人の定期健診等の情報提供と予約受付 ／ オンライン選挙
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